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青森県総合学校教育センター 研究論文 [2017.3]
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小学校 社会

タブレット端末を活用した指導方法に関する研究

－小学校社会科における思考力･判断力･表現力の育成を目指して－

産業教育課 研究員 髙 橋 和 彦

要 旨

小学校社会科における思考力・判断力・表現力を育てるために，タブレット端末を活用した指

導法の研究を行った。タブレット端末活用モデルに基づき，タブレット端末を効果的に活用する

ことにより，説明する・話し合うなどの言語活動の充実が図られた。その結果，タブレット端末

の効果的な活用が思考力・判断力・表現力の育成につながることが示唆された。

キーワード：小学校 社会 タブレット端末 言語活動の充実 思考力・判断力・表現力

Ⅰ 主題設定の理由

文部科学省は，第２期教育振興基本計画（平成25年６月14日）において，生きる力の確実な育成（「生涯

にわたる学習の基礎となる「自ら学び，考え，行動する力」等を確実に育てる。」）の一つとして，ＩＣＴの

活用などによる協働型・双方向型学習の推進を挙げており，授業においてＩＣＴ機器を活用し，児童生徒が

自分の考えをまとめる，自分の考えを伝え合う，お互いの考えを基に話し合う活動の充実を求めている。

また，学習指導要領の改訂方針や各種学力調査結果は，小学校社会科において思考力・判断力・表現力の

育成に課題があり，言語活動を充実させることが必要であるとしている。そのような中で，特に充実させる

必要がある言語活動として，入手した必要な情報を比較・関連付け・総合・再構成する活動をしながら考え

たことを自分の言葉でまとめ・伝え合い，お互いの考えを深めていく活動を示している。そこで，約70台の

タブレット端末が整備されている研究協力校の恵まれたＩＣＴ環境を生かして言語活動を充実させることで，

思考力・判断力・表現力の育成がなされるのではないかと考え，本研究の主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

タブレット端末を効果的に活用し，言語活動を充実させることをとおして，小学校社会科の学習における

思考力･判断力･表現力の育成を目指す。

Ⅲ 研究仮説

小学校社会科の学習において，以下の場面でタブレット端末を効果的に活用した指導を行うことで言語活

動が充実し，思考力･判断力･表現力が育つであろう。

・社会的事象の特色や相互の関連・意味について自分の考えをまとめる場面

・社会的事象の特色や相互の関連・意味について児童同士が考えを伝え合い・深め合う場面

Ⅳ 研究の実際とその考察

１ 研究の内容

(1) タブレット端末活用モデルの作成について

ア タブレット端末でできることについて

中川ら（2014）によるとタブレット端末でできることは表１のとおりである。特に★印がついてい

る部分は，紙ではできないタブレット端末固有の動的なツールである。授業においては，これら動的な

ツールを効果的に活用することにより，児童はより一層，社会的事象の特色や相互の関連，意味につい
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て自分の考えをまとめることや，そのま

とめた考えを伝え合い・話し合うことが

できると考えた。 タブレット端末でできること

イ タブレット端末活用モデルについて ① （文章などを）読む。

小学校社会科に関する各種学力調査結 ★② （映像などを）見る。

果によると，自分の考えをまとめる場面 ★③ （声・音や音楽を）聞く。

や児童同士が考えを伝え合い・深め合う ④ （文字や文章を）打つ・書く。

場面において，言語活動を充実させる必 ⑤ （ラインなどを）引く・書き込む。

要があることが示されている。そこで， ★⑥ （画像や動画を）撮る。

自分の考えをまとめる場面と児童同士が ★⑦ （画像・図形等を）動かす。

考えを伝え合い・深め合う場面における ★⑧ （画像・図形等を）拡大・縮小する。

タブレット端末の効果的な活用方法を示 ⑨ （画像・動画・文章等自分の説明を）見せる。

し,タブレット端末活用モデルを作成し ★⑩ （画像等をデジタルテレビや友達のタブレットなどに）送る。

た（図１）。各場面におけるタブレット ★⑪ （画像・動画・文章等を）保存する。

端末の効果的な活用方法については以下 ※★印がついたものは紙ではできないタブレット端末固有のツール

のとおりである。

(ｱ) 社会的事象の特色や相互の関連,意味

について自分の考えをまとめる場面にお

ける活用方法

・提示したい対象を撮影する。

・撮影した画像や映像を拡大・縮小し

たり，繰り返し見たりする。

・撮影した画像や映像に書き込みをし

たり，マーキングをしたりする。

(ｲ) 社会的事象の特色や相互の関連,意味

について児童同士が考えを伝え合い・深

め合う場面における活用方法

・画像や映像を拡大・縮小しながら説

明する。

・画像や映像を見ながら話し合う。

・画像や映像に話し合った事柄を書き

込む。

(2) 小学校社会科における思考力・判断力・表現力の育成について

ア 小学校社会科における思考力・判断力・表現力について

澤井（2014）は，小学校社会科における思考力・判断力を「社会的事象の特色や相互の関連,意味を

考える力」とし，具体的には，学習問題を追究・解決するために，習得した知識や資料活用等で得た情

報を基に社会的事象から問いを見いだして予想したり，比較・関連付け・総合・再構成などの思考方法

を駆使して社会的事象の特色や意味などを考えたり判断したりする力であるとしている。また，表現力

を「調べたことや考えたことを表現する力」とし，具体的には，観察や資料活用等をとおして調べたこ

とや考えたことを言語などで表現する力としている。そこで本研究では，上記で述べた力を育成すべき

思考力・判断力・表現力として研究を進めていくこととした。

イ 言語活動の充実に関して

小学校学習指導要領解説総則編（2008）では,「各教科等の指導に当たっては，児童の思考力，判断

力，表現力等をはぐくむ観点から，基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視すると

ともに，言語に対する関心や理解を深め，言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，

児童の言語活動を充実すること」と示されており，思考力・判断力・表現力を育成するためには，言語

活動の充実が必要であることが述べられている。また，小学校学習指導要領解説社会編（2008）では，

社会科における言語活動として，「学習や生活の基盤となる知識・技能を活用して観察・調査する活動」

や「資料から必要な情報を集めて読み取ったりしたことを的確に記録する活動」，「比較・関連付け・

総合しながら再構成する学習」，「考えたことを自分の言葉でまとめ伝え合うこと」などが示されてお

表１ 動的なツールとしてのタブレット端末

図１ タブレット端末活用モデル
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り，これらの言語活動を充実させることで，小学校社会科における思考力・判断力・表現力が育成され

るであろうと考えた。

２ 検証の方法について

(1) 検証対象

研究協力校Ａ校第４学年34名

（男子19名，女子15名）

(2) 実施期間

検証授業① 平成28年６月６日～７月８日

検証授業② 平成28年９月５日～９月30日

（タブレット端末を活用しない授業）

(3) 検証の流れ

検証の流れは図２のとおりである。

ア 検証授業①・②それぞれの事前と事後にお

いて，思考力・判断力・表現力を測る実態調

査問題（自作）を実施し，児童の変容を捉え

る。

イ 検証授業①・②それぞれの毎時間において

意識調査を行い，変容を捉える。

３ 検証授業①タブレット端末を活用した授業

(1) 単元名

「ごみのしょりとその利用」（東京書籍）全15時間

(2) 単元について

本単元は，ごみが回収・処理される様子やごみ処理に関する対策・事業を学ぶことをとおして，人々の

健康な生活や良好な生活環境を守るための諸活動を理解するとともに，地域社会の一員としての自覚をも

つことを目標としている。小学校学習指導要領解説社会編の指導計画作成上の配慮事項には，「児童一人

一人が自らの問題意識をもち，学習問題に対して解決の見通しを立て，それに従って必要な情報を収集し，

それらを活用・整理して問題を解決していく学習活動を構成することが大切である」とある。

そこで，小学校学習指導要領解説社会編の指導計画作成上の配慮事項やタブレット端末活用モデルで定

めた社会科における学習の流れを基に，単元及び１単位時間の構成を「児童一人一人にごみの処理に関す

る問題意識をもたせる段階」，「学習問題を解決するために必要な情報を集め，自分の考えをまとめる段

階」，「集めた情報を提示し，説明しながら伝え合い，整理・分析して深め合う段階」の３段階に分け，

タブレット端末活用モデルを基に，各単位時間の「自分の考えをまとめる場面」，「児童同士が考えを伝

え合い・深め合う場面」においてタブレット端末を以下のように活用した。

(3) 単元における主な学習活動とタブレット端末の活用

時 主な学習活動 タブレット端末の活用

① 学校にあるごみ箱の種類やごみ箱の中身を ・ごみ箱の中身の写真を撮り，写真を拡大・縮小

調べ，紹介し合う。 しながらごみ箱の種類や中身について説明する。

② 家庭から出るごみの種類や量，家庭におけ ・ごみ調べの結果写真（グループでまとめたもの）

るごみ処理の様子について紹介し合い，まと を拡大・縮小しながら説明する。

める。

図２ 検証の流れ
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時 主な学習活動 タブレット端末の活用

③ ごみの行方や処理のされ方について予想し，・燃えるごみや燃えないごみが回収される様子の

学習の計画を立てる。 映像を比較しながら話し合う。

④

ごみ収集作業員に，ごみの回収の仕方や行 ・ごみ収集作業員の人のお話を映像で撮り，繰り

方についてインタビューをする。 返し見る。

⑤ 清掃工場で燃えるごみが処理される過程を ・ワークシートを写真に撮り，写真を拡大・縮小

調べ，ワークシートにまとめる。 しながら説明したり話し合ったりする。

⑥ 清掃工場で燃えないごみや資源ごみが処理 ・ごみが処理される過程についてまとめたノート

される過程を調べ，ノートにまとめる。 の写真を撮り，写真を拡大・縮小しながら説明し

たり話し合ったりする。

⑦ 清掃工場を見学し，清掃工場におけるごみ ・清掃工場のごみ処理の様子や所員の説明を撮影

⑧ 処理の工夫を調べる。 する。

⑨ 清掃工場におけるごみ処理の工夫について，・清掃工場におけるごみ処理の様子や所員の説明

見学して分かったことをまとめる。 を映像で繰り返し見る。

・ごみ処理の工夫についてまとめたワークシート

を写真に撮り，写真を拡大・縮小しながら説明し

たり話し合ったりする。

⑩ ごみが回収されてから処理されるまでの流 ・ごみが回収されてから処理されるまでの流れを

⑪ れをまとめる。 写真や言葉でデジタルノートにまとめ，説明する。

⑫ ごみの処理やごみの減量化に関して誰がど ・予想を書いた付箋を整理・分類し，写真を撮る。

のような取組（努力）をしているか予想し， ・写真を拡大・縮小しながら説明したり話し合っ

学習計画を立てる。 たりする。

⑬ お家や地域の人のごみ処理やごみの減量化 ・取組を書いた付箋を整理・分類し，写真を撮る。

に対する取組について調べる。 ・写真を拡大・縮小しながら説明したり話し合っ

たりする。

⑭ ゲストティーチャーから村が行っている計 ・タブレット端末の活用なし

画的・組織的なごみ処理に関するお話を聞く。

⑮ ごみの減量化・資源の有効活用に関して自 ・タブレット端末の活用なし

分たちにできそうな取組についてアイディア

を出し合う。

【学習問題Ⅱ】

ごみの処理やごみの減量化に関してお家や地域・村ではどのような取組をしているのだろう

か。また，自分たちにはどのようなことができるのだろうか。

【学習問題Ⅰ】

分別されて出されたごみは，どのように集められ，どのように処理されるのだろうか。
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(4) 学習指導案の一例（13／15）

ア 本時の目標

お家の人や地域の人はごみの処理に関してどのような取組をしているか調べる活動をとおして，ごみ

を処理する際にはきまりがあることに気付き，家庭や地域が協力し合いながらきまりを守ることの大切

さを考え，ノートに言葉でまとめる。

イ 本時の展開

段
学習活動 予想される児童の反応 ※留意点 ○資料 ◇評価

階

導 １ 学習計画からめあ ※ 許可が得られた家庭につい

入 てを確認する。 ては，事前に家庭で行ってい

る取組を児童がタブレット端

末で撮影しておく。

展 ２ お家の人や地域の 《ごみの減量化に関して》 ※ グループで話し合う際，事

開 人の取組について調 ・ごみが出ない商品（詰め替えパック 前に家庭で撮影してきた画像

べたことを紹介し合 等）を買っていた。 や映像がある場合は，それら

う。 ・使わない服を他の人にあげていた。 を見せながら説明や話合いを

《ごみ処理に関して》 させる。

・しっかりと分別していた。 ※ グループの意見を全体の場

・ごみステーションを交代で管理して で共有する場合も，画像や映

いた。 像を見せながら説明したり話

し合ったりする。

３ ごみの出し方に関 ・しっかりきまりを作らないと分別し ○ 「ごみの出し方のきまり」

してどのようなきま ない人がいるから。 ※ タブレット端末上にグルー

りがあるか調べ，ご ・みんなにごみ処理をしっかりとして プの考えを書かせ，それらを

みの処理にたくさん もらうため。 電子黒板上で拡大表示しなが

のきまりがある理由 ・みんなが気持ちよく生活できるよう ら意見の共有化を図る。

について考える。 にするため。

４ みんなが気持ちの ・みんながきまりを守ることが大切だ

良い生活を送るため と思う。

には，どんなことが ・みんなできまりを守ることを協力し

大切か考える。 合うことが大切だと思う。

ま ５ 学習のまとめを行 ◇ ごみの処理に関して，家庭

と う。 や地域が協力し合いながらき

め まりを守ることの大切さを考

え表現している。

（思・判・表）【発表・ノート】

お家の人や地域の人は，ごみの処理やごみの減量化に

関してどのような取組をしているのだろうか。

お家の人や地域の人は，ごみを処理するときにしっか

り分別する・決められた時間までに出す等の細かいきま

りをみんなで協力し合って守っている。

ごみを減らしたり気持ちの良い生活を送ったりするた

めには，ごみの処理に関するきまりをしっかりと守るこ

とが大切である。
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４ 結果

(1) 思考力・判断力・表現力の育成に関する調査（実態調査問題）結果から

検証授業①・②それぞれの事前と事後において，思考

力・判断力・表現力を測る同一の実態調査問題（自作）

を行い，児童の変容を見た。結果は図３・図４のとおり

である。

図３を見るとタブレット端末を活用して授業を行った

検証授業①における事前の実態調査問題結果は，平均正

答率が57.6％だったのに対して，事後は平均正答率が72.

9％と15.3ポイント向上した。

図４を見るとタブレット端末を活用せずに授業を行っ

た検証授業②における事前実態調査問題結果は，平均正

答率が56.5％だったのに対して，事後は平均正答率が65.

3％と8.8ポイント向上した。

以上の結果から，タブレット端末を活用しても活用し

なくとも実態調査問題の結果は事後の方が向上するが，

タブレット端末を活用した方が児童の思考力・判断力・

表現力の伸び率が大きいことが分かった。

(2) 児童への意識調査結果から

検証授業①・②それぞれの毎時間において児童の意識

調査を行い，タブレット端末を活用した授業とタブレッ

ト端末を活用しなかった授業における児童の意識を比較

した。結果は図５・図６のとおりである。

図５を見るとタブレット端末を活用した授業において，「自分の考えをもつことができる」という質問

に対して「よくできた」または「まあまあできた」と肯定的な回答をした児童の割合は89.8％，「自分の

考えを分かりやすく伝えることができる」という質問に対して肯定的な回答をした児童の割合は86.9％で

あった。また，「友達の考えから課題について解決する新しい考えを思いつくことができる」という質問

に対して肯定的な回答をした児童の割合は96.3％であった。児童は，タブレット端末上で画像や映像を見

たり，納得いくまで何度も見返したりすることで自分の考えをもつことができたようであった。また，画

像や映像を示しながら説明をすることで児童相互の考えがよく伝わり，友達の考えを基に自分の考えを発

図３ タブレット端末を活用した授業におけ
る実態調査問題の平均正答率

質問項目

①自分の考えをもつことができたか。

②友達に自分の考えを分かりやすく伝えることが

できたか。

③友達の考えから課題について解決する新しい考

えを思いつくことができたか。

図５ タブレット端末を活用した授業における

児童の意識調査結果

図６ タブレット端末を活用しなかった授業に

おける児童の意識調査結果

図４ タブレット端末を活用しなかった授業
における実態調査問題の平均正答率
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展させることができたようであった。このことは下記に示すように学習後の授業に対する児童の感想から

も見て取ることができる。

図６を見ると，タブレット端末を活用しなかった授業において，「自分の考えをもつことができる」と

いう質問に対して「よくできた」または「まあまあできた」と肯定的な回答をした児童の割合はは90.3％，

「自分の考えを分かりやすく伝えることができる」という質問に対して肯定的な回答をした児童の割合は

82.4％であった。また，「友達の考えから課題について解決する新しい考えを思いつくことができる」と

いう質問に対して肯定的な回答をした児童の割合は91.2％であった。この結果からタブレット端末を活用

した授業においてもタブレット端末を活用しなかった授業においてもほとんどの児童が，自分の考えをも

ち，自分の考えを分かりやすく伝え，友達の考えから自分の考えを発展させることができたと感じている

ことが分かった。

５ 考察

以上，実態調査問題及び児童の意識調査の結果より，授業でタブレット端末を活用した場合とタブレッ

ト端末を活用しない場合において，児童の授業に対する意識に違いはなくとも，思考力・判断力・表現力

を測る実態調査問題では事前と事後の伸び率において大きな差が見られた。このことから思考力・判断力

・表現力の育成にタブレット端末の効果的な活用が有効であったと推測される。これは，授業において比

較・関連付け・総合して考えたりし，自分の考えを説明する場面やある目的に向かって話し合う場面等の

「思考し・判断し・表現する場面」を適切に設けたことによって「思考力・判断力・表現力」の育成がな

されたと考えられる。

また，自分の考えをまとめる場面やまとめた自分の考えを児童同士が伝え合い・深め合う場面において

タブレット端末を効果的に活用したことにより，自分の考えを説明する・お互いの考えを基に話し合う等

の言語活動が活性化したためと考えられる。特に自分の考えをまとめる場面において，児童はタブレット

端末の画像・映像資料を根拠にしながら自分の考えをもつことができたようであった。

また，まとめた自分の考えを児童同士が伝え合い・深め合う場面において，児童はタブレット端末の画

像や映像資料を根拠にしながら説明する・話し合う等の活動を行うことで，比較して考えたり，関連付け

て考えたり，総合して考えたりすることが容易となったようである。つまり，タブレット端末を効果的に

活用することにより，自分の考えが可視化され，グループや全体で共有化されることが説明する活動や話

し合う活動の充実を促進したと考えられる。

Ⅴ 研究のまとめ

本研究では，小学校社会科の授業における自分の考えをもつ場面・考えを伝え合う場面においてタブレッ

ト端末を効果的に活用することにより思考力・判断力・表現力が育成されるかを検証した。

その結果，タブレット端末で画像や映像を見たり，何度も見返したりすることで児童には自分の考えをも

タブレット端末を活用した授業に対する児童の感想

○自分の考えのもちやすさについて言及しているもの

・タブレット端末を使うことによって自分の考えを普段よりもたくさんもつことができました。

・分からないときに動画などをもう一度振り返って見て，（自分の考えをもち）ノートに書くこ

とができたので良かったです。

・電子黒板に映された友達の考えを見てだんだん発表したいことが浮かんできました。

○自分の考えの伝えやすさ・相手の考えの分かりやすさについて言及しているもの

・タブレット端末を使うと普段の授業よりも自分の考えを班の人に伝えやすかったです。また，み

んなの発表も分かりやすく，より考えを深めることができました。

・言葉だけでなく絵や図なども使って説明してもらったので，友達の意見がよく分かりました。だ

から「なるほど！」と思って自分の考えを深めたり，広げたりすることができました。

・タブレット端末を使うと説明をするときに自分の意見に合わせて写真や動画を使って説明をする

ことができるのでみんなに分かりやすく伝えることができました。また，分かりやすく伝えること

ができるので「あー！」や「なるほど！」という友達の声がたくさん聞こえたし，自分も「あー！」

や「なるほど！」と言う回数も多くなりました。
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ちやすくなる，自分の考えを形成しやすくなる様子が見られた。また，タブレット端末を活用することで自

分の考えが可視化・共有化されることで考えを説明し合う活動や課題の解決に向けて話し合う活動に深まり

が見られた。

以上のことから，自分の考えをまとめる場面と児童同士が考えを伝え合い・深め合う場面においてタブレ

ット端末を効果的に活用することが児童の小学校社会科における思考力・判断力・表現力の育成につながる

ことが分かった。

Ⅵ 本研究における課題

本研究ではタブレット端末の効果的な活用が児童の思考力・判断力・表現力の育成につながることが確認

できた。しかし，自分の考えをまとめる場面と，まとめた自分の考えを児童同士が伝え合い・深め合う場面

において，タブレット端末を活用したことで言語活動がどの程度充実したのかについては詳細を明らかにす

ることはできなかった。今後は，タブレット端末のどのような活用が，どの程度言語活動の充実に有効であ

るかを明らかにしていく必要があると考える。
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